
都市再生整備計画(第2回変更)
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 16 ha

平成 23 年度　～ 平成 28 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成20年度 平成26年度

人／日 平成20年度 平成26年度

％ 平成21年度 平成26年度

都道府県名 山口県 山口市
やまぐちし

新山口駅周辺地区
しんやまぐちえきしゅうへんちく

16,300

・小郡地域は、古くから交通の要衝として、江戸時代には、山陽道の宿場町としても栄え、山陽本線、山口線、宇部線の開通に始まり、国道２号及び国道９号の結節点となるなど交通の拠点、山口県の陸の玄関として発展してきた地域です。
・県政運営の指針「やまぐち未来デザイン２１」においても、高次都市機能や広域的な交通・情報ネットワークの整備を進め、県勢の発展を主導する中核都市を形成する地域とされてきました。
・こうした中、平成１７年１０月合併により現在の山口市が誕生し、この小郡地域も新たなスタートを切りましたが、新市のまちづくりの指針となる平成１９年１０月策定の「山口市総合計画」においては、広域経済・交流圏の形成を踏まえた広域県央中核都
市の実現を目指し、その核となる拠点地域を都市核として山口と小郡に置くこととしました。
・さらには、両都市核の機能強化に向けた方策を示す「山口・小郡都市核づくりマスタープラン」を平成２０年８月に策定し、その中で、小郡都市核においては、高速交通網の交通結節点、県の陸の玄関としての特性を生かしたまちづくりを推進することとし
ています。
・現実に、小郡都市核周辺では山口宇部小野田連絡道路、小郡萩道路の建設や国道９号の拡幅が進む等、広域高速交通網の結節点としての機能が高まりつつあり、また、駅南地区では、広域的なエリアを管轄する事業所やホテル等の集積が進み、経
済・産業部門における広域的な拠点性を高めています。
・その一方で、古くからの市街地である駅北地区では、都市機能やにぎわいが不足しているほか、動線、乗り換え、案内機能、景観、南北の一体性の欠如、大規模遊休地等、多くの課題も見受けられます。
・これらの現状や、まちづくりの方針を踏まえ、平成１９年１１月「新山口駅ターミナルパーク整備構想」を、平成２１年２月「新山口駅ターミナルパーク整備基本計画」を策定し、その中で、山口県の玄関としての快適かつ個性的な都市空間の形成、新山口
駅南北の一体性の確保の促進とたまり空間の創出、新山口駅を中心とした交通結節・アクセス機能の強化を実現することにより、積極的に民間活力等を誘引し、広域交流拠点としての求心力、拠点性を高め、広域県央中核都市の形成を図ることとして
います。

計画期間 交付期間 26

大目標　内外が交わる結節点としての優位な特性を活かした、にぎわいの創出
　目標①　山口県の玄関としての快適かつ個性的な都市空間の形成
　　　②　新山口駅南北の一体性の確保の促進とたまり空間の創出
　　　③　新山口駅を中心とした交通結節・アクセス機能の強化

①快適かつ個性的な都市空間の形成
 ・県の玄関としての交通結節、案内・誘導といった機能やバリアフリー化も不十分であり快適とは言えず、景観的魅力にも欠けている状況です。また、大規模な低未利用地があり、人々が集いにぎわう交流空間として機能を発揮して
いません。

②一体性の確保の促進とたまり空間の創出
 ・駅南北の市街地が鉄道用地により分断され、まちとしての一体感に欠けています。既存通路があるものの、視認性が低く、移動距離も長く利用しづらい状況にあります。また、駅周辺にたまり空間がないことから空間的魅力に欠
け、周辺の都市機能の不足等ともあいまって、駅前としてのにぎわいに至っていません。

③交通結節・アクセス機能の強化
 ・鉄道とバス・乗用車間の乗り換えや駅南北を結ぶ歩行者動線の軸線があまり機能的ではなく、駅自体も南北に長いことから鉄道相互の乗り換えも不自由な状況にあります。また、駐輪場の利便が悪いことにより不法駐輪が問題と
なっています。

　山口市総合計画において、『ひと、まち、歴史と自然が輝く　交流と創造のまち　山口』を、目指す１０年後の姿としており、そのなかで「交流と創造のまち」の実現に向けて、より効果的にまちづくりを進めるために重点的かつ先導的に取り組む事業として
位置づけており、産業交流拠点としての機能強化と山口県の陸の玄関としてのにぎわいの創出を目指します。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

公共交通機関の乗り継ぎの利便性
等の満足度

市民アンケート調査による満足度
交通結節・アクセス機能の強化により、利便性の向上を図る。それ
に対しての市民アンケート調査による満足度を指標とし、向上する
ことを目標とする。

53

新山口駅の１日平均乗降客数
快適かつ個性的な都市空間の形成により、交流の拠点性を高め
る。駅は交流の結節点であるので、その乗降客数を指標とし、増
加することを目標とする。

駅南北間の歩行者交通量

新山口駅乗降客数 14,730

2,2401,991通路の日当りの通行者数
南北の一体性の確保の促進とたまり空間の創出により、南北の連携や空
間としての魅力の向上を図る。そのことで回遊性が高まることから、人の
動きである歩行者交通量を指標とし、増加することを目標とする。

64



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

○事業終了後の継続的なまちづくり活動について
　「新山口駅北地区重点エリア整備方針」に沿って、飲食、住居、業務・オフィスの機能導入等、民間主導による整備を促進します。

方針に合致する主要な事業

整備方針１（山口県の玄関としての快適かつ個性的な都市空間の形成）
　・高次都市機能の導入等を柱とした整備や駅舎と一体となった整備により、シンボリックな表情をもった魅力的な駅前空間を演出します。
　・観光・情報発信による広域からの来街者へのサービスの充実と案内機能を強化します。
　・「バリアフリー基本構想」に沿った、高齢者・障がい者等の利用に配慮した施設整備を行います。

地域生活基盤施設（基幹事業／自由通路整備）

整備方針３（新山口駅を中心とした交通結節・アクセス機能の強化）
　・南北駅前広場整備と相互に連携した整備により、公共交通機関間の乗り換えの利便性向上や歩行者の移動の円滑化を図ります。

地域生活基盤施設（基幹事業／自由通路整備）

整備方針２（新山口駅南北の一体性の確保の促進とたまり空間の創出）
　・「新山口停車場長谷線～風の並木通り」をシンボル軸とし、駅南北地区の一体感の創出と休憩、滞留機能としてのたまり空間の導入を図ります。
　・駅を中心とした市街地の自由な交流促進及び歩行系ネットワークの連続性を確保します。
　・賑わい、交流、たまりなどの機能を魅力的に演出することも視野に入れた適切な幅員の確保。

地域生活基盤施設（基幹事業／自由通路整備）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 山口市 直 L=170m H23 H28 H23 H26 1,999 515 515 515

高質空間形成施設

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業(地方都市リノベーション推

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,999 515 515 515 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

山口市 直 一式 H26 H26 H26 H26 2 2 2 2

山口市 直 一式 H26 H26 H26 H26 3 3 3 3

0

0

合計 5 5 5 5 …B
合計(A+B) 520

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
新山口駅周辺地区 西日本旅客鉄道 国土交通省 ５基 ○ H25 H25 100

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 2,000㎡ ○ H23 H28 7,836

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 10,500㎡ ○ H22 H28 2,199

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 7,200㎡ ○ H22 H27 300

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 5,780㎡ ○ H25 H28 650

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 1,500㎡ ○ H22 H28 258

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 2,400㎡ ○ H22 H27 100

新山口駅周辺地区 山口市 国土交通省 3,700㎡ ○ H25 H28 363

新山口駅周辺地区 新山口駅北地区市街地再開発準備組合 国土交通省 0.5ha ○ H25 H25 3

合計 11,809

(一)中領長谷線

新山口駅表口交通広場整備事業

基本計画等作成等事業

移動円滑化施設等整備事業

新山口駅橋上駅舎事業

(都)中領新山口駅線（表口駅前広場）

(都)新山口駅前田線（新幹線口駅前広場）

新山口駅表口駅前広場整備

新山口駅新幹線口駅前広場整備

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

交通量調査 新山口駅周辺地区

事業効果分析 新山口駅周辺地区

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

新山口駅南北自由通路 0

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 520 交付限度額 208.0 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

面積 16 ha 区域 小郡下郷、小郡御幸町新山口駅周辺地区（山口県山口市）

N

表口駅前広場

国道９号

国道２号

ＪＲ山陽新幹線

至福岡

至広島

ＪＲ新山口駅

新幹線口駅前広場

ＪＲ山陽本線・宇部線

ＪＲ山口線

新山口駅周辺地区(16ha)



( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( )

新山口駅乗降客数
駅南北の歩行者交通量 人/日

人/日

％公共交通機関の乗り継ぎの利便性等の満足度

H26
H26

16,300
2,240

64 H26

H20
H20
H21 →

新山口駅周辺地区（山口県山口市）整備方針概要図

目標
内外が交わる結節点としての優位な特性を活かした、
にぎわいの創出

代表的
な指標

→
→1,991

14,730
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基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○関連事業 (都)中領新山口駅線

新山口駅表口駅前広場整備事業(結節点改築)

新山口駅表口駅前広場整備事業(結節点環境改善)

新山口駅表口交通広場整備事業(結節点環境改善)

○関連事業

新山口駅橋上駅舎事業

○関連事業 (都)新山口駅前田線

新山口駅新幹線口駅前広場整備事業(結節点改築)

新山口駅新幹線口駅前広場整備事業(結節点環境改善)

□提案事業

・事業活用調査

交通量調査、事業効果分析

■基幹事業

・地域生活基盤施設

新山口駅南北自由通路整備

内容：Ｌ＝１７０ｍ Ｗ＝１０ｍ

新山口駅周辺地区(16ha)

○関連事業

柵内エスカレーター設置

○関連事業

基本計画等策定等事業

○関連事業

(一)中領長谷線


